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マイナ保険証の登録はお済みですか？

令和７年12月2日より、従来の健康保険証は利用できなくなりました。
受診の際は「マイナ保険証」か「資格確認書」の提示が必要です。
マイナ保険証では、過去のお薬・診療データに基づき
よりよい医療を受けられます。

詳しくは・・・厚生労働省のwebサイトをご確認ください。
https://www.mhlw.go.jp
（ホーム > テーマ別に探す > 健康・医療 > マイナンバーカードの健康保険証利用（マイナ保険証）について）

【令和8年スローガン】

 医療で地域を支える
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　あけましておめでとうございます。
この原稿を記載している時点でインフルエンザが猛威をふるっており、
定点当たりの報告数が全国で2位となっております。
新型コロナウイルスは以前のように大流行しておりませんが、
相変わらず小流行は続いており、マスクと手洗いなどの基本的な
感染予防行動は習慣として持ち続けていきましょう。
　
　今年は午（うま）年ですが、馬は力強く走る姿から、
前進の象徴と言われております。
近年、医療機関を取り巻く環境は非常に厳しくなっておりますが、
地域の皆様の医療・福祉を守れるよう、当院は前に進み続けます。
今年もよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　新年おめでとうございます。

　開戦４年目に入るウクライナ戦争は終結の目処が立たず、
また高市首相の「台湾有事」発言以降、日中関係の悪化等世界情勢は
相変わらず不安定で先が見通せない年明けとなりました。
　病院をめぐる状況は厳しく診療報酬の抑制、人件費上昇、
材料・医療機器の値上げ、患者数の減少の四重苦により全国的に
病院経営は苦しく、済生会病院は令和５年以降７０％以上の
病院が赤字で、当院も令和４年以降赤字が続いており、
令和７年度は特に厳しい状況です。
　
　当院は地域で唯一の入院医療施設であり、地域住民の皆様に
必要な医療・福祉等を提供する責務があり、川俣町にとっても必要
不可欠な存在です。これまで経営改善のため病院各部署で
知恵を絞り合って対策を練ってきましたが、効果は徐々に現れると
期待しております。
　昨年１０月より４階障害者病棟を４０床に減床しておりますが、ベッド利用率の
通年８０％キープを目指し、以下を今年の目標にしたいと思います。
　
① 救急患者・紹介患者の受け入れを原則お断りしない
② 近隣開業医・福祉施設との連携強化

　常勤医の減少、高齢化があり目標達成は大変ですが、
職員一丸となり頑張りましょう。

名誉院長　佐久間博史

院長　渡辺浩志
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Drコラム～今季のインフルエンザ～
【流行中のサブクレードKについても】

　
　今シーズンのインフルエンザは、
例年に比べて1か月以上早く流行が始まり、
全国的に警報レベルを超える地域が続出しています。
特に注目されているのが、「サブクレードK」と呼ばれる
A型（H3N2）の変異株です。

　
　
　このサブクレードKは、従来のA香港型から派生した
新たなウイルスで、現在流行しているインフルエンザの大多数を占めています。
国立健康危機管理研究機構（JIHS）の解析によると、
国内で検出されたH3N2株のうち、約96％がこのサブクレードKに該当しており、
まさに今季の主流株といえるでしょう。
サブクレードKの特徴としては、感染力が従来株よりもやや強いとされており、
特に子どもたちを中心に感染が急拡大しています。

　一方で、症状や重症度はこれまでのインフルエンザと大きく変わらず、
高熱、咳、のどの痛み、筋肉痛などが主な症状です。
気になるワクチンの効果については、今季のワクチン株と完全には
一致していないものの、重症化予防には一定の効果があるとされています。
特に高齢者や基礎疾患をお持ちの方、小児など重症化リスクの高い方は、
早めのワクチン接種が推奨されます。

　川俣町では、昨年末でワクチン接種の一部補助を終了しましたが、
当院では自費での接種は可能です。接種ご希望の方は当院にお問合せください。

　また、当院では、インフルエンザの迅速検査（サブクレードKも検出可能です）
を実施しております。体調に不安のある方はどうぞお気軽にお電話等でご相談ください。
年始は、初詣や新年会など人の移動や集まりが増える時期でもあり、
さらなる感染拡大が懸念されます。手洗い、マスク着用、咳エチケット、
十分な休養と栄養といった基本的な感染対策を今一度徹底しましょう。

副院長　数田良宏　



電話　024-566-2323 ＦＡＸ　024-566-2325

ホームページ　　https://kawamata.saiseikai.or.jp

　　済生会春日診療所 電話　024-566-2707　　　FAX　024-566-2707

　　特別養護老人ホームはなづか 電話　024-566-2661　　　FAX　024-566-2665

　　介護老人保健施設めがみ 電話　024-566-2661　　　FAX　024-566-2665

　　川俣町地域包括支援センター 電話　024-538-2600　　　FAX　024-538-2601

　　済生会かわまた居宅介護支援事業所 電話　024-566-2657　　　FAX　024-566-2658

　　済生会川俣光風園 電話　024-566-3221　　　FAX　024-566-3331
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